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経営理念

経営ビジョン

⾏動指針

より安⼼なペットとの⽣活を共に創る。

お客さまに対する
基本姿勢

1. お客さまの⽴場で感じ、考え、動く

2 . お客さまの安⼼と満⾜を追求する

3. お客さまに感動をお届けする

1. 社会ルールを遵守し、誠実に⾏動する

2. 反社会的勢⼒には毅然と対応する

3「. 良き企業市⺠」として社会に貢献する

1. 多様性のあるチームで成果を出す

2.成⻑への弛まぬ努⼒をする

3.⾃主性を重んじ、⾃発的に動き、⾃⾛する

4.挑戦を称賛する

社会における
基本姿勢

社員としての
基本姿勢

ペットとの共⽣環境の向上とペット産業の健全な発展を促し、
潤いのある豊かな社会を創る。
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重点⽅針
（2018年7⽉31⽇発表の中期経営計画より）

1. 保険事業の経常収益を5年で
2倍にする
2023年3⽉期の経常収益を、
2018年3⽉期の２倍にする

2. 持株会社へ移⾏し、事業領域を
拡⼤する

進捗/⾒通し

⽬標より1年早く2022年3⽉期に
達成する⾒込み
・⼤⼿ペットショップチェーンとの提携等により、
ペットショップチャネルが好調

・2年連続で年間保有純増件数は
業界No.1⾒込（当社調べ）

・RPAを積極的に活⽤し、年間25,000時間
相当の⼤幅な業務効率化に貢献

・基幹システムについては2020年度中に
システムのバージョンアップを実施予定

3. デジタライゼーションを推進する

前期までの重点⽅針の進捗と⾒通しについて

2020年10⽉持株会社設⽴に向けて準備中
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引き続き、「増収増益」基調をキープ

1. 保険契約の順調な積み上がりにより、トップラインは堅調に伸展

14,941百万円 18,334百万円

929百万円 1,058百万円

668百万円* 726百万円

2 . 新規契約の好調による費⽤増加を、吸収しつつ増益を維持

2019年度決算のポイント（対前期⽐較）

* 特殊要因（和解⾦の受領ならびに税額控除の適⽤）による利益の押し上げ効果147百万円を含む調整後当期純利益は815百万円

調整後当期純利益(特殊要因*を除く)︓+8.7％

調整後経常利益︓+13.9％

経常収益︓+22.7％

3



正味保険料ベース ････････88 .1％（損害率44 .5％、事業費率43 .6%）
既経過保険料ベース ･････ 94 .5％（損害率48.7％、事業費率45 .8%）

･･･ 347.3％（前年度末⽐▲34.1%）

2019年度決算のサマリー指標

ソルベンシー・マージン⽐率

収益指標

安全性指標

コンバインド・レシオ
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（単位︓百万円）

経常収益

2020.5.11 調整後経常利益 835 929 1,058 1,090 1,370 2,010
開⽰ 調整後当期純利益 309 815 726 750 950 1,410

保有契約件数 355,513 423,352 508,225 581,000 648,000 708,000

前回

（単位︓百万円）

経常収益 12,268
（2019.5.9） 調整後経常利益 835 929 1,043 1,201 1,546
開⽰ 調整後当期純利益 309 815 735 827 1,074

保有契約件数 355,513 423,352 485,000 545,000 600,000

18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期

経営数値⽬標（保険事業）

2020年3⽉期は、新規契約獲得によるシェアアップに注⼒した結果、トップラインが⼤きく伸展した⼀⽅、
保険の収益構造上、短期的には利益を圧迫している。2023年3⽉期以降の⼤きな利益成⻑を⾒込む
※以下の数値⽬標は、新型コロナウィルスの影響を⼀定考慮していますが、⻑期化した場合には、変更される可能性があります。

＊2023年 3⽉期の経常収益を、2018年 3⽉期の２倍にする

18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期
12,268 14,941 18,334 21,900 26,000 30,000

14,941 17,700 20,500    23,500

経常収益は1年前倒しで⽬標*に到達⾒込み
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お客さまとの各々の接点において、お客さまからの信頼を得続けるための取組みを⾏い、
保有契約件数を増やしていく。
→2020年5⽉公表の中期経営計画（2020-2022年度）では、「お客さまに選ばれる会社
であり続ける」ことを重点⽅針の１つに掲げる。

1. ペットショップを中⼼とし
た リアルチャネルの強化

・代理店コンサルティング営業の取組み強化
- ⽣体・保険販売統合システムの機能向上
- ショップオーナー⽀援の強化

・営業接点の強化
- 営業拠点の拡充（右図参照）

【対処すべき課題】保険事業の更なる強化
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2. チャネルを複線化しつつ、テーマ別の攻略を図る

・ネットチャネルのNo.1を⽬指し続ける
- 引き続き注⼒し、先⾏しているマーケットの更なる発展を⽬指す
- ⽝と⽐べてのびしろが⼤きい「猫」の戦略を強化する

・第⼀⽣命HDとの協業による新規契約獲得件数の伸展

・お客さまニーズに合った商品の展開・開発（右図参照）
・対応動物病院による窓⼝精算サービスの更なる拡充
- 2019年度に対応動物病院は5,000施設を突破

・サービスの更なる拡充
- うちの⼦HAPPY PROJECT/クラブアイペット/獣医師コンテンツ
- リアルイベント/ウェブコンテンツの継続発展による啓蒙

・通院、⼊院、⼿術まで幅広く補償
・70%プラン、50%プランの2種類のプランから選択可能

・通院、⼊院、⼿術まで幅広く補償
・体調を崩しがちな飼い始め1か⽉以内に発症した傷病
は診療費の100%を補償
・2か⽉⽬からは70%プラン、50%プランの2種類のプラ
ンから選択可能

＊1窓⼝精算は加⼊後2か⽉⽬からとなります。

・⾼額になりがちな⼿術補償に特化
・お⼿頃な保険料で⼿術費⽤の90%を補償
（⼿術1回あたり最⾼50万円、年間2回まで）

・インターネット経由での加⼊は10%割引
（インターネット契約割引）

・当社指定のエキゾチックアニマル*2 を対象と
した商品

・通院、⼊院、⼿術まで幅広く補償
・70%プラン、50%プラン、30%プランの3種類のプラ
ンから選択可能

＊2うさぎ、フェレット、⿃、ハリネズミ、モモンガ
、 リス、ハムスター、ネズミ、モルモット、
トカゲ、カメなど

【対処すべき課題】保険事業の更なる強化

3.商品とサービスの拡充
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【対処すべき課題】保険事業の更なる強化

「お客さま主義」に基づく誠実な業務運営を継続

「お客さまの声」を
経営に⽣かす取組み

l お客さまの声を広く、前向きに捉え、改善活動を継続する
• 「お客さま」︓当社との保険契約の有無を問わず、広く⼀般の
消費者

• 「お客さまの声」︓お客さまから不満⾜の表明があったもの
l 保険証券、継続証などを送付する封筒デザインの変更 等
• 「他の郵便物に紛れてわかりづらい」という声に対応

最良の商品・
サービスの提供

l 動物病院への通院を伴わず、獣医師の診断を経た継続治療
として薬剤のみの処⽅を受ける場合の薬剤費を補償対象と
する

l 海外医薬品を補償対象とする

わかりやすい情報の提供
l ウェブサイトデザインの変更
• お客さまにご覧いただきやすい構成、視認性・可読性を意識し
た、親しみやすいデザインに変更

正確かつ迅速な
保険⾦のお⽀払い

l 保険⾦等⽀払審査会の実施、不正請求に関する情報提供窓
⼝を開設 等

利益相反の適切な管理 l 利益相反取引の審査の実施

運営浸透に向けた取組み l ⼈事評価制度の整備 等

「お客さま本位の業務運営⽅針」の取組み状況（例）
- 旧デザイン -

〈封筒デザイン変更の例〉

- 新デザイン -
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［ ⽇本におけるペットと⼈の課題 ］

⽇本のペットオーナーは、悩んでいる。

出所︓⼀般社団法⼈ ペットフード協会「平成30年（2018 年）全国⽝猫飼育実態調査 結果」／アイペット損害保険株式会社「2019年ペットオーナーへのフォーカスグループインタビュー調査」

しつけって
どうやればいいの

もっといい病院に
診てもらいたい

最近うちの⼦
太りすぎかも

うちの⼦にとっての
正しい⾷⽣活って︖

ペットをあずけて
旅⾏にいけたら

⼦供の世話で
⼿⼀杯

飼いたいけど
ウチのマンションは

ペット不可
ペット可マンションなのに
また嫌な顔をされた

ご近所に迷惑が
かかりそう

ちゃんと世話を
してあげられない

ずっとひとりで
留守番はかわいそう

飼いたいけど、
私は⾼齢者だから 最後まで世話をする

⾃信がない

散歩をするのが
⼤変

ペットと⼀緒に
旅⾏へいけたら

ペットは医療費に
お⾦がかかる

ペットのあらゆる課題を解決できれば
⽇本のペットと⼈は、もっといっしょにいられるはず。

【対処すべき課題】持株会社への移⾏
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保険会社は保険業法で定める事業以外を⼿掛けることができないため、
事業分野を拡⼤するには持株会社化が必要

・保険業を⾏うために必要な業務
および付随する業務

・有価証券関連業務などの法律で
特に認められた業務

保険会社

⾦融庁の承認を得た事業

グループ会社

持株会社

【対処すべき課題】持株会社への移⾏

保険業法で認められている事業のみ

⾦融庁の認可が必要

⾦融庁の承認が必要
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ペット保険会社としての潜在能⼒を発揮し、ペットと⼈にまつわる社会的課題の解決につながる
“社会インフラ”としての、持続可能な競争⼒の構築を⽬指す。

【持株会社】
2020年10⽉設⽴を⽬指す（当局の認可が前提）

【アイペット損害保険株式会社】
ペット保険事業会社（現⾏のまま）

現時点の持株会社体制案

2020年9⽉まで

アイペットホールディングス株式会社

アイペット損害保険 株式会社

アイペット損害保険 株式会社 アイペットホールディングス株式会社

アイペット損害保険 株式会社

◯◯ 株式会社

◯◯ 株式会社

持株会社体制へ移⾏し、ペットオーナーの悩み、ひいては社会的課題を解決するために事業領域を拡⼤する。

2020 年度下期以降順次、持株会社体制への移⾏を⽬指す

【ペット関連の事業を⾏う会社】
2021年1⽉複数設⽴を⽬指す（当局の承認が前提）

2020年10⽉から（⽬標） 2021年1⽉から（⽬標）

【対処すべき課題】持株会社への移⾏
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IT の活⽤により各種ビジネスプロセスの変⾰を進める。

各種契約情報変更／お⼿続状況の可視化 など

- 保険⾦請求のオンライン化

・AIチャットボットの導⼊による、問合せ回答の迅速化

・Web証券／保険証・約款の導⼊

1. お客さま満⾜度の向上

・マイページの機能拡充による利便性向上
- 各種お⼿続きのオンライン化

・申込み受付完了通知

・引受審査の完了通知

・窓⼝精算利⽤開始通知

・保険⾦請求の受付完了通知

・保険⾦⽀払い完了通知（郵送でも実施）

・保険証券 / 継続証の発送完了通知

ご契約者さま専⽤マイページ
マイページは、当社が運営するご契約者さま専⽤ページです。
マイページへご登録いただくと、パソコン、スマートフォンおよびタブレットより
以下の内容をご確認、お⼿続きいただけます。

・ご契約内容の照会や変更

・ペット写真の変更（保険証⽤）

・保険⾦請求に関する各種お⼿続き状況の確認や書類のお取寄せ 等

また、当社獣医師より健康や飼い始めのしつけに関しての記事をお届けしています。

各種お⼿続きに関するメール通知
以下のお⼿続きの状況をメールにてご契約者さまへ通知しています。

【対処すべき課題】システムの強化
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・1to1マーケティングの更なる推進
- ペットオーナーＤＢの活⽤による、各種お客さま接点の頻度、ホスピタリティ向上

電⼦メール、LINE、SMS、コール、他

2 .CRM施策の進化

3. 基幹システムのインフラとアプリケーションの更改

・アプリケーションは、インフラ更改完了後に段階的に実施

・保険⾦のオンライン請求の拡⼤、データの電⼦化を推進

・OCR、⾃動査定・AI査定の導⼊検討

・RPAの継続的活⽤
（2019年度に25,000時間/年のロボット化を達成）

【対処すべき課題】システムの強化
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事業を通じた環境負荷の低減（E）、ペットと共に健康で幸せに⽣きられる社会への貢献（S）、
ガバナンスの強化による信頼性向上（G）等の取組みを、更なる成⻑に活かします。

ペットと健康で幸せに
暮らせる社会へ

ペット保険の普及拡⼤や
ペットに関わる社会貢献

環境負荷の低減へ

ビジネスプロセスの変⾰や
環境に配慮した取組み

より信頼される
ペット保険会社へ

ガバナンスの強化

・デジタライゼーション推進によるペーパーレス化
-デジタルマーケティング
-ご契約者さま専⽤「マイページ」の活⽤ 等

・営業⾞へのエコカーの活⽤

・共⽣環境向上、環境美化への啓蒙活動
-しつけに関する情報発信、啓蒙活動
-オリジナルウンチ処理袋の配布

・ペット保険による飼い主さまの⽀援
・持株会社化によるペットに関わる社会的
課題への取組み

・⻘森県との動物愛護に関する連携協定
・各種情報発信、啓蒙活動
・動物福祉に関する活動等への寄付、⽀援

・従業員の働きがい
- ペット休暇、ペット忌引き制度等

・若⼿、⼥性の登⽤等

・取締役会の監督機能強化、透明性の向上
- 監査等委員会設置会社への移⾏
- 任意の指名・報酬諮問委員会の設置

・保険⾦不正請求防⽌への取組み
・コンプライアンス・リスク管理の⼀層の
強化

【対処すべき課題】ESGの取組み
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ペット保険事業の推進、進化により、ペットと⼈間が共に健康で幸せに⽣きていけるような
社会を⽬指し、「ペットと⼈のSDGs」に取り組んでまいります。

・ペット保険の提供
・ペットの病気やケガに関する情報発信、啓蒙活動
・「うちの⼦ HAPPY マラソン」への特別協賛

・ペットの防災に関する情報発信、啓蒙活動
・災害救助⽝の育成⽀援

・しつけに関する情報発信、啓蒙活動
・マナー啓蒙活動の実施

・⻘森県との動物愛護に関する連携協定
・かるた、カレンダーの写真投稿企画での寄付活動
・「ペットのおうち*」への「ノミ・マダニ駆除薬」⽀援
・終⽣飼養に関する情報発信、啓蒙活動

・お客さま主義の推進
・ガバナンス強化
・保険⾦不正請求防⽌に向けた取組み
・コンプライアンス・リスク管理の更なる強化
・デジタライゼーションの推進によるペーパーレス化
・営業⾞にエコカーを活⽤

・ペット休暇、ペット忌引きの導⼊
・⼥性の活躍推進
・ワークライフバランスの促進
・ダイバーシティの推進
・防災対策強化
・オンラインでの従業員教育

ペットと共に健康に

ペットと共に安全に

全ての命に愛を

保険会社としての信頼性の
更なる向上に向けて

「うちの⼦」である
従業員の健やかな⽣活と
成⻑に向けて

ペットを飼っている⼈も
飼っていない⼈も幸せに

重点⽬標 具体的な取組み（例） 対応するSDGsの⽬標

【ご参考】SDGs の取組み

＊株式会社 Easy Communications が運営する国内最⼤級のペット⾥親募集サイト 15



【Append ix】要約損益計算書（Non-GAAP︓未経過保険料⽅式）

（単位︓百万円）

経常収益

保険引受収益

資産運⽤収益

その他経常収益

FY18 FY19 前期⽐

14,941 18,334 +22.7%
14,831 18,115 +22.1%

60 173 +187.2%
49 45 8.2%

14,487 17,856 +23.3%
9,243 12,172 +31.7%
15 55 +248.2%

5,224 5,579 +6.8%
4 49 +979.2%

経常費⽤

保険引受費⽤

資産運⽤費⽤

営業費及び⼀般管理費

その他経常費⽤

453
170
3

477
－

+5.3%
－

6 +72.8%

経常利益

特別利益

特別損失

619
343
963

471
162
308

24.0%
－

68.0%

税引前当期純利益
法⼈税等

当期純利益

主な勘定科⽬の増減理由

保有契約件数の拡⼤に伴い順調に増加

前期は、システム開発に関して委託先から
受領した和解⾦170百万円を計上

資産運⽤の拡⼤に伴い、
価格変動準備⾦繰⼊が増加

前期は税効果会計の区分変更により、
異常危険準備⾦に対する繰延税⾦資産を計上

・利息配当⾦収⼊ +64百万円
・有価証券売却益 +40百万円
・⾦銭の信託運⽤益 + 7百万円

・正味⽀払保険⾦
7,443百万円（前期⽐＋28.6％）

・諸⼿数料及び集⾦費
2,320百万円（前期⽐＋39.9％）

・責任準備⾦繰⼊額
1,458百万円（前期⽐＋28.6％）
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【Append ix】要約損益計算書（J-GAAP:初年度収⽀残⽅式）

14,941
14,831

60
49

FY18 FY19 前期⽐

18,334
18,115
173
45

+22.7%
+22.1%
+187.2%

（単位︓百万円）

経常収益

保険引受収益

資産運⽤収益

その他経常収益

14,643
9,398
15

5,224
4

17,920
12,237

55
5,579
49

8.2%
+22.4％
+30.2％
+248.2%
+6.8%

経常費⽤

保険引受費⽤

資産運⽤費⽤

営業費及び⼀般管理費

その他経常費⽤

297
170
3

413
－
6

+979.2%
+38.7％

－
+72.8%

経常利益

特別利益

特別損失

464
387
851

406
144
261

12.4%
－

69.2%

税引前当期純利益
法⼈税等

当期純利益
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【Append ix】要約貸借対照表（J-GAAP:初年度収⽀残⽅式）

主な勘定科⽬の増減理由

余剰資⾦を資産運⽤に回しているため減少

・ソフトウェア仮勘定
1,982百万円(+730百万円）

・未収保険料・未収⾦
2,189百万円(+394百万円）

・初年度収⽀残
4,775百万円(+942百万円）

・異常危険準備⾦
2,803百万円(+580百万円）

・未払法⼈税等の減少
▲183百万円

・借⼊⾦の増加
+125百万円

・⾦銭の信託
1,013百万円（+1,013百万円）

・有価証券
5,067百万円（+1,500百万円）

（単位︓百万円）

資産合計

現⾦及び預貯⾦

有価証券等

繰延税⾦資産

その他資産

負債合計

保険契約準備⾦

うち⽀払備⾦

うち責任準備⾦

その他負債

FY18 FY19 前期⽐

13,574 15,599 +14.9%
5,035 3,050 39.4%
3,686 6,203 +68.3%
834 1,017 +21.9%
4,017 5,327 +32.6%
8,237 10,018 +21.6%
7,019 8,869 +26.4%
963 1,290 +33.9%
6,056 7,579 +25.1%
1,217 1,148 5.7%
5,336 5,580 +4.6%
4,097 4,118 +0.5%

純資産

資本⾦
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保険料 保険料

保険⾦ 保険⾦
事業費 事業費
差引 差引
準備⾦ 準備⾦
利益 利益

【Append ix】初年度収⽀残⽅式と未経過保険料⽅式について

・損害保険会社は、普通責任準備⾦として未経過保険料残⾼と初年度収⽀残⾼のいずれか⼤きい⽅を
負債計上する必要がある（保険業法施⾏規則第７０条１項１号）

・当社は、初年度収⽀残⾼が未経過保険料残⾼を上回っているため、制度会計上初年度収⽀残⽅式に
よるが、経営管理上は、発⽣主義に即した未経過保険料⽅式を使⽤

初年度収⽀残⽅式と未経過保険料⽅式
[前提] ●期中に⼀時払で100の⼊⾦、うち×１年度末での未経過保険料50 ●保険⾦、事業費はそれぞれ下図の通り

初年度の利益は０ 発⽣主義による利益

100
20
25
55
55
0

初年度収⽀残⽅式
×1年度 ×2年度

10
55
45
25
20
0 100

20
25
55
50

未経過保険料⽅式
×1年度

5 5
50
45
25
20
0

×2年度
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・当社は、経営者が意思決定する際に使⽤する社内指標（Non-GAAP︓未経過保険料⽅式）と、
⽇本基準（J-GAAP︓初年度収⽀残⽅式）に基づく指標の双⽅で経営成績を開⽰*

・当社は、調整後経常利益（＝未経過保険料⽅式の経常利益±異常危険準備⾦**影響額）
を 経営実態を適切に表す経営管理⽤の利益指標として使⽤

・異常危険準備⾦は、異常災害による損害の填補に備えるため、事業年度ごとに収⼊保険料に
３.２％を乗じた⾦額を責任準備⾦として負債計上する必要がある**
（保険業法施⾏規則第70条1項2号）

・今後も、業績予想は「Non- GAAP︓未経過保険料⽅式」のみで開⽰

【Appendix】Non-GAAPによる利益表⽰について

* 上場企業のうち、初年度収⽀残⽅式に基づく損害保険会社は当社以外は存在していない
** 当社の損害率が⼤蔵省告⽰第 232号第 2条の別表で記載されている基準損害率 50％を下回るため

（単位︓百万円） FY18 FY19

Non-GAAP A）調整後経常利益（＝B＋C） 929 1,058 1,090
B）経常利益 453 477 400

C）異常危険準備⾦影響額 475 580 690

FY20予想
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【Appendix】コーポレートガバナンス体制（2020年7⽉1⽇）
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・本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「⾒通し情報」
（forward- looking statements）を含みます。

・これらは、現在における⾒込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、
実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。

・それらリスクや不確実性には、⼀般的な業界ならびに市場の状況、⾦利、通貨為替変動といった
⼀般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。

・今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合でも、当社は、本発表に含まれる
「⾒通し情報」の更新・修正を⾏う義務を負うものではありません。

将来⾒通しに関する注意事項

本資料および当社IRに関するお問合せ先

アイペット損害保険㈱ 総務部/財務経理部
E-mai l︓ IR@ ipet- ins.com
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